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言葉から実践へ──森?外晩年における「考証」の
概念規定






その他のタイトル Kotoba kara jissen he: Mori Ogai bannen ni































































































籍備考』がある。躋壽館とは、江戸医学館の別称であり、慶応 4 年 8 月（明治改元は 9 月）
に廃された。『躋壽館醫籍備考』は、江戸医学館所蔵の図書目録に基づき、明治維新後、































































4 年 7 月から 6 年 7 月にかけて発表された短編は、8 年 3 月に『幽情記』（大倉書店）とし
てまとめられた。そして翌月、『改造』大正 8 年 4 月号誌上に、斯界を驚かせ、露伴の文
壇への復帰を高らかに告げる「運命」が発表されるのである。
　逍遥が「『伊澤蘭軒』式の精緻な史傳類」と書いたとき、すでに露伴の「運命」は世に
出ていた。後になるが、戦時下の昭和 18 年、中央公論社は『幸田露伴史傳小説集』全 4
巻の出版を企画した。結果的に、2 巻までを出版したところで終わったこの企画は、第 1
巻は「頼朝」「武田信玄」「今川義元」、第 2 巻は「幽情記」「暴風裏花」「太公望」「楊貴妃
















































































最悪の「ガフキー 10 号」に当たる。ガフキー数は、喀痰標本を 500 倍に拡大して顕微鏡
で観察、確認できた結核菌の数に従って、まったく菌のない陰性の 0 号から最大の 10 号
までを 11 段階に分類したものである。一つの視野に結核菌 1 個を認めるのが 3 号で、ガ













































10　明治 42 年（1909）4 月 1 日発行、雑誌『昴』4 月号初出。『鷗外全集』第 4 巻に依る。








　鷗外が帝室博物館総長兼図書頭に任ぜられたのは大正 6 年 12 月であったが、その翌々

































































12　 森潤三郎『鷗外森林太郎傳』丸井書店、昭和 17 年 4 月、163 頁。




























































































































































































































はすなわち明治 18 年（1885）乙酉旧暦 3 月上旬に当たる。
　この『経籍訪古志』を鷗外が入手したのは、『澁江抽齋』執筆を準備し始めてからだっ






































22　『鷗外全集』第 26 巻、364 頁。
23　 『伊澤蘭軒』その三百六十九。なお、『伊澤蘭軒』中、『中藏經』校訂について、鷗外が理解していな
かったことは、拙論「調査報告　雲南香港訪書録一九九九―二〇〇〇」『中国に伝存の日本関係典籍
と文化財』（国際研究集会報告書 17）、国際日本文化研研究センター、2002 年、221―33 頁で言及して
いる。
　多田伊織
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　4　鷗外の考証学
　さて、逍遥が追悼文で完成しなかったことを惜しんだ鷗外の「新時代式の考證學的のも
の」とはどのようなものだったか。そのヒントは、東大の鷗外文庫にある。
　『澁江抽齋』の後も、鷗外は澁江保を手足のごとくに使って、資料を集めさせている。
　集めた資料を基に、鷗外は、関連する人物を抜き出す作業を行った。たとえば、『小嶋
寶素』の基礎資料である、小島尚絅『日新録』からは、わずか 3 年に満たない日記に登場
する驚くべき多数の人名を抄出している
24
。ただし、この作業の成果は、ほとんどと言っ
ていいほど、作品には利用されなかった。ほかにも『國史之研究抄』など、鷗外が興味を
引いた書籍から、人名や事項などを抜き出したノートが鷗外文庫には残されている。いわ
ゆる「史伝」を書く間に、鷗外は、江戸医学館周辺の考証学者たちの仕事を垣間見、そこ
から考証学のまねごとを始めた。
　いわゆる「史伝」からゆるやかに撤退した鷗外は、帝室博物館総長兼図書頭という地位
を利用して、知人の研究のために資料利用の便を図ると共に、博物館に登庁すると、毎日、
蔵書の解題と蔵書に関わる人々のメモを作成した。これが、現在、『鷗外全集』第 20 巻に
収められている『帝室博物館書目解題』『帝室博物館蔵書人名抄』の一部となった。東京
国立博物館には、未刊の『帝室博物館書目解題』『帝室博物館蔵書人名抄』原稿が残され
ている。そして、図書寮頭として編纂したものでは、歴代天皇号に関する考証を収める
『帝諡考』、未完に終わり、吉田増蔵の手で完成された『元號考』がある。
　結核に体を蝕まれた鷗外が、最後まで続けたのは、こうした考証学の仕事だった。
24　『小嶋瞻淇日新録人名』東大鷗外文庫。
